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標小がめざす子ども像 
○自ら学ぶ子（知） 

○人のために行動できる子（徳） 

○自他を尊重する子（徳） 

○心身の健康安全に向け挑戦する子（体） 

地域とともにある学校を目指して 
校 長  辻 川 智 宏 

暦の上では、「立春」を過ぎると春が始まると言われていますが、寒さに震える日が多かった２月でした。ま

た、４日（火）は今冬一番の大雪により、今年度初めての臨時休校の措置を取りました。標茶町で過ごす初め

ての冬はどうなることかと思いましたが、少しずつ寒さも緩み、春の足音が一歩一歩近づいてきているように

感じます。 

さて、１２月に実施した標茶町学力サポートと児童質問調査の結果が届きました。個人結果を２１日に配付

していますので、ご覧になっていると思います。全校的に、教科では算数、特に「数と計算」領域の定着に課

題がありました。一方、質問調査では、「今、がんばっていることがありますか」と「学校行事や活動の中で心

に残っていることはありますか」の回答が高い評価でした。今回の調査で得られた成果と課題については次年

度の学校運営方針に反映させたいと考えています。 

話は変わりますが、昨年６月、標茶小と標茶中で合同のコミュニティ・スクール学校運営協議会（以下、標

茶地区ＣＳ）が導入されました。コミュニティ・スクールとは、地域住民の信頼関係をさらに深めるため、委

員の皆様から学校運営の改善についてのご意見をいただきながら、学校と一体となって児童生徒の豊かな学び

と育ちを支えることを目的としています。昨日は今年度３回目の会議が開催され、１２月に実施した学校評価

の結果や今後の学校経営の重点について、様々なご意見等をいただきました。（学校評価アンケート結果は、先

月の学校だよりにてお知らせしています。）先述のとおり、今年度は導入１年目。まずは委員の皆様に両校の教

育活動の様子を知っていただくよう進めてきました。次年度は、学校と地域の双方向の交流やアイディアを出

し合い（熟議）ながら、両校の子どもたちの成長に向けて力を合わせて（協働）進めていきたいと考えていま

す。「地域とともにある学校」を目指して、標茶地区ＣＳを充実させていければと思います。 

令和６年度も残り１ヶ月。６年生は小学校の卒業、１～５年生は新しい学年の進級に向けて、それぞれの活

動が終盤に差し掛かります。残りの活動に励み、この一年の成長を実感してほしいと思います。 



標茶町児童生徒表彰式  

標茶町の条例に基づく児童生徒表彰式が 2 月 13 日に行われました。今年は 15 名の受賞者となりました。町長

から賞状を受け取る姿がとても立派でした。 

印象的だったのは、賞を受け取る友だちの姿をフロアから見ている学級の友だちの表情です。にこやかに見つめ

る表情や姿勢もまた大変立派でした。 

標茶町では、小学 4 年生から中学 3 年生で卒業するまでに全児童生徒がこの表彰を受ける決まりとなっていま

す。賞は学芸賞、体育賞、親切賞、奉仕賞、努力賞とされています。みなさんはどの賞で表彰されるでしょうか。 

 

「ミルクック」さんがやってきた！  

 標茶町の愛されキャラとしておなじみのミルクックさんが、標

茶小学校にやってきましたよ。 

こちらは以前、新聞でも紹介されていましたが、役場の有志の

方々が１年以上もの歳月をかけて制作されてきた牛乳パックで

作られたものです。材料となった牛乳パックは標茶小学校の給食

で飲まれた空き容器が使用されていることから、今回少しの期間

ですが小学校でも展示されることとなりました。迫力満点！ 

 

みなさんは、「標茶音頭」踊れますか？  

 ６年生の体育の時間に、標茶音頭保存会のみなさんのお力を

お借りして、「標茶音頭」を踊ってみました。（体育科の表現運

動の内容として学習しています。）標茶音頭の振り付けは、山

や川、花などの標茶の町並みをモチーフにして構成されている

そうです。このような説明を聞くと一つ一つの動きの意味を理

解することができ、あっという間に上手に踊れるようになりま

した。さすが標茶っ子たち。体の中にしっかり馴染んでいるの

かもしれませんね。 

 標茶音頭保存会の皆様、大変ありがとうございました！ 

「車いす体験」  
 こちらも６年生です。社会福祉協議会のみなさ

んにご協力いただき、車いすに乗る体験をさせて

いただきました。 

この他にもお年寄りや体に不自由さを感じてい

る方々の感じ方を学ぶ疑似体験等も行っています。 

このような学習を通じて、相手を思いやる心が、

大きく育まれています。 

 

ちょっと新手のあいさつ運動？ 
生活委員会主催「コスプレあいさつ」  
 あいさつ運動を盛り上げようと、生活委員会が

おもしろい活動をしていました。 

 変装（？）した委員会の人たちに元気なあいさ

つをして、ウォークラリーのように校内を回りま

す。このような企画ですから、もちろん笑顔で元

気なあいさつが校内に飛び交います。 

 とはいえ、ちょっと不思議な企画でしょうか？ 


